
放射性微粒子の体内侵入経路

．呼吸による（鼻腔粘膜、気管支粘膜、肺胞）

・皮膚から

・目（角膜）から

・消化管から（唾や疲として、食物として）

・組織に付着・沈着する場合と、細胞や血液内
に侵入する場合（粒径100ナノ以下の場合＋
水や脂肪に溶けて原子／イオンになる場合）

．微粒子表面に有機物や鉄イオンがあると細
胞膜や角膜などに容易に沈着
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呼吸器への微粒子
の沈着位置は早く
から既知の内容

日本政府「原子力委員会

決定昭和44年（1969年）
11月13日

プルトニウムに関するめ
やす線量について」より
（呼吸器の

場合）

鼻咽喉の沈着率は、政府文書に
よっても、極めて高い。福島原発
事故の放出放射能によって鼻血
が出ることはありえないというの
は、放射性微粒子の沈着を無視し
たデマであるといわざるをえない。
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吸入ステロイド剤の平均粒径が小さいほど肺内沈着率が大きくなる
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ディーゼノレヱンジン排気粒子 （DEP）の呼吸器系各部位への沈着皐

ナノ粒子になると呼吸器への総沈着率はさらに大きくなる

ーー総沈着務 ーー気管・気管支

ーー鼻腔・咽頭・喉頭 ーー肺胞
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出典：111立原tJ'.l-0Jr究所「微小紋子の健康Ji't符J『ffiJJU民jNo.22 (200G年10Jr)'l 

http:/ /www.nejp/ asahi/kibono/ sumika/kibo/ note/ naibuhibaku/naibuhibakuB.htm ss 

内部被曝は微粒子によって生じると集中的になり深刻になる

落合栄一郎氏によるナノ微粒子による内部被曝の模式図

向。 r~~~！~i！~，o
当 H20 、

出典 Ochiai,Eiichiro: Hiroshima to FukushimaーBiohazardof Radiation; Springer Verlag; 
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2014; 108ページ

放射線の主要な作用と標的
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1ベクレルは実は大変な数字

3.1 X 10・II

2.0 X 10・11

ベクレルとは、1秒間に原子核が崩壊する回数を示す単位。
セシウム137が1ベクレルあれば、そこには14億個のセシウム
137原子があることを意味する。
18q/kgのセシウムが発見された体重60kgの人の体内には840億
個のセシウム137原子が存在する。
1 Bq/kgの牛乳100mlには1.4億個のセシウム137原子。

表は落合栄一郎『放射能と人体』講談社（2014年）より 57 

放射性物質の壊変によるDNA構造の破壊

・セシウム→バリウム

（イオンチャンネル）

ストロンチウム→

イットリウム（豚臓

に蓄積）

G クアヱン

G且シトシン

,?I デオキシ
』 J リポース

可、石

P.. 

出典：『サイエンスビ、ユ一生物総合資料』
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逆線量率効果（狭義のペトカウ効果）

・低線量（率）被曝によるDNAの軽度の損傷では、簡易の

修復機構が働く。それに対して高線量（率）による重度

の損傷では、高度の修復機構が働く→軽度の損傷の方
が修復のエラーが多くなる

・活性酸素・フリーラジカル（不対電子をもっ反応性の高
い分子）は、高線量で多く発生すると相互に反応して相

殺されるが、低線量での疎らな発生では、 ζのような相

殺は生じないので低線量での影響が大きくなる

・これらの結果として、低線量被曝によるDNA損傷が、が

ん発症などの発生率を、 LNTで予想されるレベルよりも
高くする効果がある


